


















































めの教育を世界遺産教育（World Heritage Education = WHE）と呼び，その広がりを提唱している。具
体的には，1994年にユネスコ世界遺産センターと，ユネスコ協同学校（現，ユネスコスクール）プロジェ
クトネットワークによって「若者のための世界遺産教育プロジェクト」を開始し，“World Heritage in 















○  「豊かな自然編」8 ）とあわせて学ぶことで，自然・社会の両面から持続可能な社会づくりについて
より深く学ぶことができる。
　教材の特徴でも述べられた 4 つのテーマ（次の 1 章～ 4 章）は，この教材の骨子を成しており，各テー









































































　　・ 「東大寺の大仏」，「唐僧 鑑真」，「シルクロードの終着点 正倉院」，「奈良の鹿と人のかかわり」の 4
つの主題から，奈良の世界遺産の背景についての説明〔10頁〕
④調べてみよう古都奈良の文化財







































していることが注目される。毎年 9 月と 1 月には，このガイドブックをもとにした「子ども大牟田検定」
を市内の全小・中学校の小学 3 年生～中学 3 年生までで実施しており，検定に関する学びは教科・科目
ではなく，主に総合的な学習の時間が用いられていると考えられる（この検定は「上級編」も作成され，
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図られなければならない。」とされており，「生涯学習の理念」として，生涯学習社会の実現に努め
ることが規定されています。















































































































































ており，さらにJTBグループなど旅行関連会社 4 社では，社内推奨資格となっている 16）。
　ランクは「マイスター」を最上級として，「1 級」，「2 級」，「3 級」，「4 級」の 5 段階に区分される。受検







































































1）  2020年 6 月から 7 月に中国（福建省）で開かれ，日本の「奄美大島，徳之島，沖縄島北部および西表島」が自然遺産
候補として登録審査が行われる予定であった第44回世界遺産委員会は，新型コロナウイルス感染症流行のため開催
が中止となった。
2）  3 つの類型化の詳細については，田渕五十生（2009），97ページを参照のこと。





5）  この「若者のための世界遺産教育プロジェクト」と，“World Heritage in Young Hands”については，祐岡武志・田
渕五十生（2007），207-213ページを参照されたい。
6）  ユネスコスクールでは，「世界遺産や地域の文化財等に関する教育」（以下，「世界遺産教育」と記述）をESDと関わ


















































化」の視点から－」『奈良教育大学紀要』第61巻 第 1 号，239-250ページ。
 （2020年11月19日掲載決定）
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